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第１章 実施計画策定の基本的な考え方

千葉県では、県立美術館が美術館を取り巻く様々な動向、社会経済状況の変化に適応しな
がら、県民に寄り添った魅力ある美術館として生まれ変わるため、令和６年３月、今後の運
営指針となる「千葉県立美術館活性化基本構想」を策定しました。
本計画は、この基本構想で示した理念、目指す姿を受けて、今後４年間（令和７年度～10

年度）で取り組むべき事業計画について、４つの活動方針ごとに整理したものです。
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１ 計画策定の趣旨

令和10年度末の目標現状指標項目

50％
40.6%

(R1年度文化芸術の振興
に関するアンケート)

「知っている」と回答
した県民の割合県立美術館の認知度

60％43.7%
（R4年度世論調査）

「満足している」と回
答した人の割合県立美術館の利用満足度

120,000人99,164人
（R3～5年度平均）3年間の入館者数の平均年間入館者数

２ 総合指標と重点事業

総合
指標
１

総合
指標
２

総合
指標
３

「千葉県立美術館活性化基本構想」で示した理念、目指す姿を実現するため、今後４年
間の総合的な目標として以下の「総合指標」を掲げました。また、特に重点的に取り組む
事業を以下とのおり「重点事業」として整理しています。

重点事業

国内外のアーティストとの交流の場の創出

地域の特色を活かしたアートプロジェクト、他分野とアートの融合、世界の潮流を捉えたアート

房総の美術をはじめとするコレクションの紹介と研究の深化

資料のデジタルアーカイブ化、デジタル技術を活用した積極的な情報発信

アーティストと小・中・高校生の出会いの場・創作体験の機会を創出

多様なニーズや経験の違いに応じた体験プログラム

学校教育との連携による美術教育の拡充

様々な特性を持つ人々への対応、あらゆる人々にやさしい環境の整備

館全体の施設整備に向けた検討、収蔵環境の整備と作品保全

アメニティ設備の整備・充実による魅力的な美術館空間の創出

重点１

重点２

重点３

重点４

重点５

重点６

重点７

重点８

重点９

重点10

総合指標



千葉県立美術館活性化基本構想【令和６年３月策定】
【理念】「アートを問う」私たちはアートとは何かを、ともに問い続けます
人間とともにアートが生まれました。アートとは何かを問うことは、人間とは何かを問うことと同じ。だから、人間活動や社会

の変容とともにアートも変わります。変化と多様性の時代に、この最終的な答えのない問いを、みなさんと続けていきます

理念

目指す姿

活動方針
【目指す姿】人々が行き交い対話する場となり、千葉から未来へ新たな文化をつむぎます
アートをめぐって人々が行き交う美術館空間に、最新のアートや研究成果を生み出していきます。千葉ならではの特色を活かし
たアートを育み、あらゆる人々とともに新たな世界観を創造し続ける存在となることを目指します

Ⅳ アイ

Ⅳ ウ

３ 活性化基本構想と実施計画の重点事業 概要図

活動方針Ⅰ
新たな出会いと発見の場に

大切に受けつがれてきた
アートと多様なアートを様々
な手法で紹介することで、千
葉発のアートシーンを創出し、
新しい価値観の気づきの場に
なります

活動方針Ⅱ
県内のアートプロジェクトの
拠点として

豊かな自然環境と、首都圏
にあり海と空の港を持ち、多
様な人々が交差する本県の立
地を活かし、県内のアートプ
ロジェクトの拠点として、千
葉文化を豊かにするとともに、
社会の活力向上に寄与します

活動方針Ⅲ
次世代の感性を育成する場と
して

アートに触れる楽しさを伝
えて、子どもたちの感性を育
むとともに、県内外の次世代
アーティストが千葉に集まり
交流・活動ができるよう支援
することで、未来のクリエイ
ティブな人材を千葉から育み
ます

活動方針Ⅳ
サスティナブルな美術館に

アートの視点から向き合い
ながら、あらゆる人々の拠り
どころになるとともに、日々
変化し多様化する社会におい
て、未来につながる持続可能
な美術館を目指し、ウェル
ビーイングに寄与します

館全体の施設整備に向けた検討、収蔵環境の整備と作品保全
作品管理、展示、教育普及などの活動、建物内外の来館者導線、ショップやレス
トランなど付帯施設等の在り方を再検討して、大髙正人による建築理念を踏まえな
がら美術館全体の施設整備を進めるための検討をしていきます。収蔵スペース不足
を抜本的に解決する収蔵施設の整備を進め、県民の財産であるコレクションを大切
に次世代に受け継ぎます。
アメニティ設備の整備・充実による魅力的な美術館空間の創出
子ども向けの空間整備など、ゆっくりアートを鑑賞したり交流したりできる憩

いの空間を整備するとともに、展覧会と連携したメニューの企画やミュージアム
グッズの充実等により、レストランやショップをはじめとするアメニティ部分の
改善を図り、魅力的な美術館空間を創出します。

実施計画の
重点事業

国内外のアーティストとの交流の場の創出
県の姉妹都市であるドイツ・デュッセルドルフ
市とのアーティスト交換事業により、国内外の
アーティストによる滞在制作の場を設け、オープ
ンスタジオやアーティストトーク、ワークショッ
プ等を通じてアーティストと交流できる機会を創
出します。県内の市町村・企業や、他のアートプ
ロジェクトとの連携を検討し、アーティストの交
流のハブとなることを目指します。

Ⅰ ア
Ⅱ ア ア ア
Ⅲ ア ア

重点１

房総の美術をはじめとする
コレクションの紹介と研究の深化
コレクションをより魅力的に魅せる常設展示

コーナーの新設を検討する他、代表的なコレク
ションである浅井忠とこれに関わりのある作家や
金工などを中心に、他美術館や外部機関との連携
を図りながら研究を深化させます。
研究成果を生かした企画展示・講演会の開催や、

コレクショングッズの開発・ 等の活用により、
コレクションの魅力を積極的に発信し、県民の財
産であるコレクションの価値の向上に貢献します。

Ⅰ ア イ
重点３

地域の特色を活かしたアートプロジェクト、
他分野とアートの融合、世界の潮流を捉えたアート
千葉みなとの海を舞台にした展覧会の開催など、回遊型展覧会や近隣施設

とのコラボレーション等を通じて、本県ならではの自然と歴史・文化を活か
したアートプロジェクトを展開し、アートの力で地域の魅力を高めます。
現代アート等の新しい分野を紹介する展覧会や他分野とのコラボレーショ

ンを図るとともに、世界的に活躍するアーティストや気鋭のアーティストを
紹介することで、おどろきと感動が得られる千葉発のアートシーンを創出し
ます。

Ⅰ イ ウ
Ⅱ イ
Ⅳ ア

重点２

資料のデジタルアーカイブ化、
デジタル技術を活用した積極的な情報発信
約 件の収蔵作品、研究資料について、浅井忠

資料を中心にデジタルアーカイブ化を計画的に進め
るとともに、オンライン上で公開していくことで、
コレクションの魅力や研究成果を広く発信し県民に
還元します。
ホームページのリニューアルや、 等を活用し

た情報発信の強化により、美術館活動をより分かり
やすく周知し、県内外にアート情報をより広く早く
届けることで、あらゆる人々がより美術館やアート
の魅力に親しめる環境をつくります。

Ⅰ ア イ重点４

アーティストと小・中・高校生の
出会いの場・創作体験の機会を創出
夏休みにアトリエ棟を小・中・高校生に開放することで創
作体験の機会を提供します。県内若手アーティストや、大学
生をはじめとするボランティアサポーター等による指導・交
流を実施することで、未来を担う子どもたちの感性を育むと
ともに、アーティストと小・中・高校生の出会いの場を創出
し、アートコミュニティの形成を支援します。

Ⅰ イ
Ⅱ ウ イ イ
Ⅲ ウ イ イ

重点５

多様なニーズや経験の違いに
応じた体験プログラム

展示の理解をより深めるワークショップやギャラ
リートーク、講演会、アーティストが手掛けるワーク
ショップやトークイベントなど、様々な経験の違いや
世代に応じた体験プログラムを充実し、誰もがアート
を楽しめる機会を用意します。
子ども向けアート体験コーナーの新設や、「みちの
にわ」など子どもでも気軽にアートに触れられる環境
を整えるとともに、子ども向け体験プログラム等を充
実し、アートの無限の可能性を伝え、未来を担う子ど
もたちの感性を育んでいきます。

Ⅰ ア
Ⅲ ア

重点６

学校教育との連携による
美術教育の拡充

学校と美術館を結ぶスクールバスなど、学校団体の
利用を促進する事業を検討するとともに、学校向けの
プログラムや、教員の美術館利用をサポートする研修
コンテンツ等の充実を図り、学校教育との連携により
アートと子どもたちとの距離を近づけます。

Ⅲ イ
重点７

様々な特性を持つ人々への対応、
あらゆる人々にやさしい環境の整備
平易な解説文や鑑賞しやすい照明など展示方法の改善や、ガイドシステムの検

討など多言語化対応を進めます。触れる彫刻展などあらゆる利用者モデルを想定
した事業を展開し、子どもや障害のある方、外国人などの様々な特性を持つ人に
寄り添い、誰もがアートに触れられるインクルーシブな美術館を目指します。

Ⅰ ウ
Ⅳ ア

重点８

重点９

重点

Ⅳ ア イ

第１章 実施計画策定の基本的な考え方

※青字は第 章での該当箇所



大切に受けつがれてきたアートと多様なアートを様々な手法で紹介することで、千葉発の
アートシーンを創出し、新しい価値観の気づきの場になります

（１）世界の潮流を捉えたアートを活用し、
おどろきと感動が得られる千葉発のアートシーンを創出します

第２章 ４つの活動方針における事業計画

活動方針Ⅰ 新たな出会いと発見の場に

①多様な主体との協働プロジェクトの実施 ②野外空間を活用したアートの創出
③他分野とアートの融合 ④国内外のアーティストとの交流の場の創出

ア.国内外のアーティストとの交流の場の創出
県の姉妹都市であるドイツ・デュッセルドルフ市とのアーティスト交換事業により、国内外のアーティスト

による滞在制作の場を設け、オープンスタジオやアーティストトーク、ワークショップ等を通じてアーティス
トと交流できる機会を創出します。県内の市町村・企業や、他のアートプロジェクトとの連携を検討し、アー
ティストの交流のハブとなることを目指します。

イ.地域の特色を活かしたアートプロジェクト

ウ.他分野とアートの融合、世界の潮流を捉えたアートの紹介

エ.多様な主体との協働プロジェクト
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１ 事業内容

千葉みなとの海を舞台にした展覧会の開催など、回遊型展覧会や近隣施設とのコラボレーション、イベント
への参画等を通じて、本県ならではの自然と歴史・文化を活かしたアートプロジェクトを展開し、アートの力
で地域の魅力を高め地域の活性化に貢献します。

現代アートや写真、漫画・イラスト等の新しい分野を紹介する展覧会を開催するとともに、ダンス・軽音楽
アーティストのパフォーマンスイベントなど、展示以外の場面でも他分野とのコラボレーションを図り、他分
野とアート融合を積極的に展開します。
国内外のアートの潮流を敏感にキャッチし、展覧会やイベント等を通じて世界的に活躍するアーティストや

新進気鋭の若手アーティストを紹介することで、おどろきと感動が得られる千葉発のアートシーンを創出しま
す。

他の美術館との協働企画展の開催や、スクールプログラムの充実など、他の美術館や学校、企業等との積極
的な連携・協働により、展示・教育普及・研究等の美術館活動のさらなる発展を目指すとともに、新しい視点
を取り入れながら千葉ならではのアートを創造します。

（２）デジタル技術を活用して、情報発信や、新しいアート体験を創出します
①デジタル技術を活用したアートと鑑賞体験の創出
②デジタル技術を活用した積極的な情報発信 ③資料のデジタルアーカイブ化

ア.資料のデジタルアーカイブ化・公開

イ.デジタル技術を活用した積極的な情報発信

ウ.デジタル技術を活用したアートと鑑賞体験の創出

約4500件の収蔵作品、研究資料について、当館コレクションの根幹をなす浅井忠資料を中心に、資料の撮影
や登録情報の整備、英訳など、デジタル化の前提となる作業を計画的に進めるとともに（年間約300件程度）、
オンライン上で公開していくことで、コレクションの魅力や研究成果を広く発信し県民に還元します。

公式ホームページのリニューアル、SNS等を活用した情報発信の強化により、美術館活動をより分かりやす
く周知し、県内外にアート情報をより広く早く届けることで、あらゆる人々がより美術館やアートの魅力に親
しめる環境をつくります。

デジタルアーカイブ化した資料を活用して新たな鑑賞体験を創出するほか、海外在住アーティストをウェブで
繋げたアーティストトークの実施などを通じて、地域と都市、世界を繋ぎ、あらゆる人々が身近な環境の中で文
化芸術に触れられる場面を創出します。

重点１

重点２

重点２

重点４

重点４

ウ.様々な特性を持つ人々への対応、あらゆる人々にやさしい環境の整備

（４）県ゆかりから新たな分野までの作品を収集・研究し、その価値の向上に努めます
①房総の美術をはじめとするコレクションの紹介と研究の深化
②アーティストの顕彰と活動支援 ③時代に合わせたコレクションの拡充

ア.房総の美術をはじめとするコレクションの紹介・価値の向上

イ.コレクション研究の深化

ウ.県ゆかりのアーティストの顕彰と活動支援

エ.時代に合わせたコレクションの拡充
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ア.多様なニーズや経験の違いに応じた体験プログラム
世代に合わせた講座や体験プログラムの実施

（３）様々なニーズに合わせた体験を提供します
①多様なニーズや経験の違いに応じた体験プログラムの実施
②世代に合わせた講座や体験プログラムの実施 ③様々な特性を持つ人々への対応

展示の理解をより深めるワークショップやギャラリートーク、講演会、アーティストが手掛けるワーク
ショップやトークイベントなど、様々な経験の違いや世代に応じた体験プログラムを充実し、誰もがアートを
楽しめる機会を用意します。

平易な解説文や鑑賞しやすい照明など展示方法の改善や、ガイドシステムの検討など多言語化対応を進めま
す。触れる彫刻展などあらゆる利用者モデルを想定した事業を展開し、子どもや障害のある方、外国人などの
様々な特性を持つ人に寄り添い、誰もがアートに触れられるインクルーシブな美術館を目指します。

コレクションをより魅力的に魅せる常設展示コーナーの新設を検討する他、研究成果を生かした企画展示や、
コレクショングッズの開発、SNS等の活用により、コレクションの魅力を積極的に発信し、県民の財産である
コレクションの価値の向上に貢献します。

代表的なコレクションである浅井忠とこれに関わりのある作家や金工などを中心に、他美術館や外部機関と
の連携を図りながら研究を深化させ、研究紀要の刊行等によりその成果を発信します。また、展示・講演会・
シンポジウム等に研究成果を活用することでその魅力を積極的に発信し、県民の財産であるコレクションの価
値向上に貢献します。

ドイツとのアーティスト交換事業、アーティスト・フォローアップ事業等とも連携しながら、県ゆかりの
アーティストを紹介する展覧会やワークショップ等の開催を通じてその活躍の場を広げ、若手からベテランま
で県ゆかりのアーティストの活動を支援していきます。

作品収集方針・管理要領を時代に即した内容へ見直し、収蔵環境の修繕等を進めることでコレクションの管
理環境を整えていきます。現代アートなど新しい分野の収集も推進し、県民の財産であるコレクションの充実
とさらなる活用を図ります。

イ.アーティストと小・中・高校生の出会いの場・創作体験の機会を創出
夏休みにアトリエ棟を小・中・高校生に開放することで創作体験の機会を提供します。県内若手アーティス

トや、大学生をはじめとするボランティアサポーター等による指導・交流を実施することで、未来を担う子ど
もたちの感性を育むとともに、アーティストと小・中・高校生の出会いの場を創出し、アートコミュニティの
形成を支援します。

重点６

重点５

重点８

重点３

重点３



令和１０年度令和９年度令和８年度令和７年度項目活動
方針

・ドイツへの
アーティスト派遣
アーティストトーク
ワークショップ

・企業や市町村と連携
した事業展開

・ドイツからの
アーティスト受入れ
オープンスタジオ
ワークショップ

・R6、R8派遣アーティ
ストとのセッション

・ドイツへの
アーティスト派遣
アーティストトーク
ワークショップ

・企業や市町村との
連携を検討

・ドイツからの
アーティスト受入れ
オープンスタジオ
ワークショップ国内外のアー

ティストとの交
流の場の創出

Ⅰ-
(1)

ファッションとアート
をテーマにした展覧会

最先端の技術を活用し
たアートを紹介する展
覧会

海景画をテーマにした
展覧会

現代アートをテーマに
した展覧会

世界的に活躍するアー
ティストの展覧会

千葉みなとの海をテーマ
にした展覧会

イラストなど新しい分野
を紹介する展覧会

千葉みなと地域のイベン
トへの参加、近隣施設等
との連携

写真など新しい分野を紹
介する展覧会

地域の特色を活
かしたアートプ
ロジェクト

他分野とアート
の融合

世界の潮流を捉
えたアートの紹
介

・次期システム移行に
向けた更新作業

・デジタルアーカイブ化
（浅井を中心に300件）
・デジタルコンテンツの
公開
・次期システム更新に向
けた課題整理
（国内外の主要サイトと
の相互リンク等）

・デジタルアーカイブ化
（浅井300件・ベストコ
レクション100件）・デ
ジタルコンテンツの公開資料のデジタル

アーカイブ化・
公開

Ⅰ-
(2)

・次期システム移行に
向けた更新作業

・ホームページリニュー
アル作業（過去50年の刊
行物公開を中心に）
・次期システム更新に向
けた課題整理

・ホームページリニュー
アル作業（コレクション
紹介を中心に）

デジタル技術を
活用した積極的
な情報発信

・コレクションの理解を
深める体験プログラムの
企画・アーカイブ

・展覧会の理解を深める
体験プログラムの実施

・アーティスト・ワーク
ショップの実施

多様なニーズや
経験の違いに応
じた体験プログ
ラム・世代に合
わせた講座や体
験プログラムの
実施

Ⅰ-
(3)

・中・高生向けサポー
トプログラムの実施

・ボランティアによるサ
ポート等の実施・拡大
・小学生向けサポートプ
ログラムの実施
・中・高生向けサポート
プログラムの検討

・夏休み期間、小・中・
高校生にアトリエ開放
・アーティストによる
ワークショップ
・ボランティアの関わり
検討
・小学生向けサポートプ
ログラムの検討

アーティストと
小・中・高校生
の出会いの場・
創作体験の機会
を創出

・ガイドシステムの本
格導入

・ガイドシステムの試験
的な導入
・展示内容に応じて作品
紹介・解説の多言語化の
検討・実施

・平易な解説文など展示
方法の改善・合理的配慮
・ガイドシステムの導入
検討
・施設整備の検討とあわ
せて館内サインの多言語
化の検討・実施
・デジタルコンテンツへ
の英語解説付与
・触れる彫刻展などの
ワークショップの実施

様々な特性を持
つ人々への対応、
あらゆる人々に
やさしい環境の
整備

２ 実施スケジュール
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デジタル化とあわせて年300件程度実施

アーティストの参画拡大・多様な主体との連携等によるプログラムの充実

コレクション展示コーナーの拡大に合わせて充実

浅井を中心に年300件

参画拡大・連携強化

障害者施設・団体等との連携により充実

研修等による職員の意識・スキル向上

7

令和１０年度令和９年度令和８年度令和７年度項目活動
方針

常設のコレクション展
示コーナーを設置

・コレクション展示コー
ナーのスポット導入
・企画展・特別展と合わ
せたコレクション関連展
示の実施

房総の美術をは
じめとするコレ
クションの紹
介・価値の向上

Ⅰ-
(4) 研究紀要を再刊し、4

年間の調査研究の成果
を発表

研究成果を生かした展
示、講座等

研究成果を生かした展
示、講座等

研究成果を生かした展示、
講座等

海にちなんだアートに関
する調査・研究

・我孫子と民藝運動、神
谷紀雄に関する調査・研
究
・千葉ゆかりのアーティ
スト・コロニー、大髙正
人に関する調査・研究

コレクション研
究の深化

徐々に拡大

３ 評価指標

令和10年度末の目標現状指標項目

国際交流事業に係るイベント
参加者等の交流人数

100人
－

国際交流事業に係るイ
ベント参加者等の交流
人数

国内外のアーティストとの交流の
場の創出

Ⅰ-
(1)

連携企画の回数
年8回

連携企画の回数
年5回

千葉みなと地域・地元
企業等との連携企画

地域の特色を活かしたアートプロ
ジェクト、他分野とアートの融合、
世界の潮流を捉えたアート

解説・高精細画像等を付した
デジタル化・公開 計1,300点
アクセス数 年12,000件

解説・高精細画像等を付し
たデジタル化・公開 －
アクセス数 －

デジタル化・公開件数
デジタルコンテンツの
アクセス数

資料のデジタルアーカイブ化、
デジタル技術を活用した積極的な
情報発信

Ⅰ-
(2)

年20回以上年15回
展示関連ワークショッ
プ・講演会等の体験プ
ログラムの開催数

多様なニーズや経験の違いに応じ
た体験プログラム

Ⅰ-
(3) 小・中・高校生 100人－夏休みアトリエ開放へ

の参加者

アーティストと小・中・高校生の
出会いの場・創作体験の機会を創
出

年4回以上－障害者等との交流プロ
グラム開催回数

様々な特性を持つ人々への対応、
あらゆる人々にやさしい環境の整
備

図録への論考掲載 2件以上
コレクションに関する体験プ
ログラム数 10件

－
研究成果を生かした展
覧会・コレクションに
関する体験プログラム

房総の美術をはじめとするコレク
ションの紹介と研究の深化

Ⅰ-
(4)



豊かな自然環境と、首都圏にあり海と空の港を持ち、多様な人々が交差する本県の立地を
活かし、県内のアートプロジェクトの拠点として、千葉文化を豊かにするとともに、社会
の活力向上に寄与します

（１）県内アートをプロデュース・支援し、アートシーンの中心となります

第２章 ４つの活動方針における事業計画

活動方針Ⅱ 県内のアートプロジェクトの拠点として

①県内各地で実施されるアートプロジェクトとの連携、協働
②千葉みなと地域との連携 ③アートコミュニティの形成支援

ア.国内外のアーティストとの交流の場の創出

ウ.アーティストと小・中・高校生の出会いの場・創作体験の機会を創出

8

（２）アートについて様々な関心をもった人々が行き交う場を用意します
①アーティスト同士の交流の機会の創出 ②創作体験の機会の提供
③アートを媒介としたコミュニティの形成

ウ.アートを媒介としたコミュニティの形成支援

１ 事業内容

県の姉妹都市であるドイツ・デュッセルドルフ市とのアーティスト交換事業により、国内外のアーティストに
よる滞在制作の場を設け、オープンスタジオやアーティストトーク、ワークショップ等を通じてアーティストと
交流できる機会を創出します。県内の市町村・企業や、他のアートプロジェクトとの連携を検討し、アーティス
トの交流のハブとなることを目指します。

イ.地域の特色を活かしたアートプロジェクト
千葉みなとの海を舞台にした展覧会の開催など、回遊型展覧会や近隣施設とのコラボレーション、イベント

への参画等を通じて、本県ならではの自然と歴史・文化を活かしたアートプロジェクトを展開し、アートの力
で地域の魅力を高め地域の活性化に貢献します。

夏休みにアトリエ棟を小・中・高校生に開放することで創作体験の機会を提供します。県内若手アーティス
トや、大学生をはじめとするボランティアサポーター等による指導・交流を実施することで、未来を担う子ど
もたちの感性を育むとともに、アーティストと小・中・高校生の出会いの場を創出し、アートコミュニティの
形成を支援します。

ア.国内外のアーティストとの交流の場の創出
県の姉妹都市であるドイツ・デュッセルドルフ市とのアーティスト交換事業により、国内外のアーティスト

による滞在制作の場を設け、オープンスタジオやアーティストトーク、ワークショップ等を通じてアーティス
トと交流できる機会を創出します。県内の市町村・企業や、他のアートプロジェクトとの連携を検討し、アー
ティストの交流のハブとなることを目指します。

イ.アーティストと小・中・高校生の出会いの場・創作体験の機会を創出
夏休みにアトリエ棟を小・中・高校生に開放することで創作体験の機会を提供します。県内若手アーティス

トや、大学生をはじめとするボランティアサポーター等による指導・交流を実施することで、未来を担う子ど
もたちの感性を育むとともに、アーティストと小・中・高校生の出会いの場を創出し、アートコミュニティの
形成を支援します。

展覧会やイベント等のアートプロジェクトへのボランティア、サポーターの参画を拡大し、大学生サポー
ターを新設するなどその対象を広げていく他、県の障害者芸術文化活動支援センター等、多様な団体との交流
を通じて、アートを媒介としたコミュニティの形成を支援します。

再掲

再掲

再掲

再掲

再掲

重点１

重点２

重点５

重点１

重点５

２ 実施スケジュール
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（３）唯一の県立美術館として、県内各地域、学校、企業など多様な主体と連携します
①多様な主体との協働プロジェクトの実施（再掲） ②県内各地域との連携
③美術団体との連携

ア.国内外のアーティストとの交流の場の創出

イ.アーティストと小・中・高校生の出会いの場・創作体験の機会を創出

ウ.県内各地域・美術団体との連携、活動支援

県の姉妹都市であるドイツ・デュッセルドルフ市とのアーティスト交換事業により、国内外のアーティスト
による滞在制作の場を設け、オープンスタジオやアーティストトーク、ワークショップ等を通じてアーティス
トと交流できる機会を創出します。県内の市町村・企業や、他のアートプロジェクトとの連携を検討し、アー
ティストの交流のハブとなることを目指します。

県内の市町村施設を会場とした移動美術館の開催や、音楽など県内で活動している他分野の組織との連携な
どを通じて、アートの力を活かした地域活性化に貢献します。千葉県美術展覧会（県展）等、県内の美術団
体・コミュニティと連携・協力しながら展示・教育普及活動を行うとともに、その活動を支援します。高等学
校文化連盟等との連携により学生たちの活動を支援し、未来のクリエイティブな人材を育んでいきます。

令和１０年度令和９年度令和８年度令和７年度項目活動
方針

・ドイツへの
アーティスト派遣
アーティストトーク
ワークショップ

・企業や市町村と連携
した事業展開

・ドイツからの
アーティスト受入れ
オープンスタジオ
ワークショップ

・R6、R8派遣アーティ
ストとのセッション

・ドイツへの
アーティスト派遣
アーティストトーク
ワークショップ

・企業や市町村との
連携を検討

・ドイツからの
アーティスト受入れ
オープンスタジオ
ワークショップ国内外のアー

ティストとの交
流の場の創出

Ⅱ-
(1)
(2)
(3)

海景画をテーマにした
展覧会

千葉みなとの海をテーマ
にした展覧会

千葉みなと地域のイベン
トへの参加、近隣施設と
の連携地域の特色を活

かしたアートプ
ロジェクト

・中・高生向けサポー
トプログラムの実施

・ボランティアによるサ
ポート等の実施・拡大
・小学生向けサポートプ
ログラムの実施
・中・高生向けサポート
プログラムの検討

・夏休み期間、小・中・
高校生にアトリエ開放
・アーティストによる
ワークショップ
・ボランティアの関わり
検討
・小学生向けサポートプ
ログラムの検討

アーティストと
小・中・高校生
の出会いの場・
創作体験の機会
を創出

アーティストの参画拡大・多様な主体との連携等によるプログラムの充実

参画拡大・連携強化

再掲

再掲重点１

重点５

３ 評価指標
令和10年度末の目標現状指標項目

国際交流事業に係るイベント
参加者等の交流人数

100人
－

国際交流事業に係るイ
ベント参加者等の交流
人数

国内外のアーティストとの交流の
場の創出

Ⅱ-
(1)
(2)
(3)

連携企画の回数
年8回

連携企画の回数
年5回

千葉みなと地域・地元
企業等との連携企画

地域の特色を活かしたアートプロ
ジェクト

小・中・高校生 100人－夏休みアトリエ開放へ
の参加者

アーティストと小・中・高校生の
出会いの場・創作体験の機会を創
出 再掲

再掲

再掲

再掲

再掲

再掲

夏休みにアトリエ棟を小・中・高校生に開放することで創作体験の機会を提供します。県内若手アーティス
トや、大学生をはじめとするボランティアサポーター等による指導・交流を実施することで、未来を担う子ど
もたちの感性を育むとともに、アーティストと小・中・高校生の出会いの場を創出し、アートコミュニティの
形成を支援します。



アートに触れる楽しさを伝えて、子どもたちの感性を育むとともに、
県内外の次世代アーティストが千葉に集まり交流・活動ができるよう支援することで、
未来のクリエイティブな人材を千葉から育みます

（１）アートに触れる楽しさを伝えて、子どもたちの感性を育みます

第２章 ４つの活動方針における事業計画

活動方針Ⅲ 次世代の感性を育成する場として

①想像力を育み感性を刺激する鑑賞、体験プログラムの実施
②学校教育との連携による美術教育の拡充 ③多様な主体との協働プロジェクトの実施（再掲）

ア.想像力を育み感性を刺激する鑑賞、体験プログラムの実施
子ども向けアート体験コーナーの新設や、「みちのにわ」など子どもでも気軽にアートに触れられる環境を整

えるとともに、アーティストによるワークショップや展覧会の理解を深めるワークシートなど子ども向け体験プ
ログラムを充実し、アートの無限の可能性を伝え、未来を担う子どもたちの感性を育んでいきます。

イ.学校教育との連携による美術教育の拡充

ウ.アーティストと小・中・高校生の出会いの場・創作体験の機会を創出

学校と美術館を結ぶスクールバスなど、学校団体の利用を促進する事業を検討するとともに、学校向けのプロ
グラムや、教員の美術館利用をサポートする研修コンテンツ等の充実を図り、学校教育との連携によりアートと
子どもたちとの距離を近づけます。

夏休みにアトリエ棟を小・中・高校生に開放することで創作体験の機会を提供します。県内若手アーティス
トや、大学生をはじめとするボランティアサポーター等による指導・交流を実施することで、未来を担う子ど
もたちの感性を育むとともに、アーティストと小・中・高校生の出会いの場を創出し、アートコミュニティの
形成を支援します。
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（２）様々な方策で若手アーティストを支援し、地域のアートを育てていきます
①滞在制作プログラムの継続的な実施・支援
②アーティスト連携や県民参画によるプログラムの実施
③県内アーティスト、美術団体への活動支援

ア.国内外のアーティストとの交流の場の創出

イ.アーティストと小・中・高校生の出会いの場・創作体験の機会を創出

ウ.県内各地域・美術団体との連携、活動支援
県内の市町村施設を会場とした移動美術館の開催や、音楽など県内で活動している他分野の組織との連携な

どを通じて、アートの力を活かした地域活性化に貢献します。千葉県美術展覧会（県展）等、県内の美術団
体・コミュニティと連携・協力しながら展示・教育普及活動を行うとともに、その活動を支援します。高等学
校文化連盟等との連携により学生たちの活動を支援し、未来のクリエイティブな人材を育んでいきます。

１ 事業内容

県の姉妹都市であるドイツ・デュッセルドルフ市とのアーティスト交換事業により、国内外のアーティスト
による滞在制作の場を設け、オープンスタジオやアーティストトーク、ワークショップ等を通じてアーティス
トと交流できる機会を創出します。県内の市町村・企業や、他のアートプロジェクトとの連携を検討し、アー
ティストの交流のハブとなることを目指します。

夏休みにアトリエ棟を小・中・高校生に開放することで創作体験の機会を提供します。県内若手アーティス
トや、大学生をはじめとするボランティアサポーター等による指導・交流を実施することで、未来を担う子ど
もたちの感性を育むとともに、アーティストと小・中・高校生の出会いの場を創出し、アートコミュニティの
形成を支援します。

再掲

再掲

再掲

再掲

再掲

重点６

重点７

重点５

重点１

重点５

２ 実施スケジュール
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（３）アートについて様々な関心をもった人々が行き交う場を用意します（再掲）
①アーティスト同士の交流の機会の創出（再掲） ②創作体験の機会の提供（再掲）
③アートを媒介としたコミュニティの形成（再掲）

ア.国内外のアーティストとの交流の場の創出

イ.アーティストと小・中・高校生の出会いの場・創作体験の機会を創出

ウ.アートを媒介としたコミュニティの形成支援

県の姉妹都市であるドイツ・デュッセルドルフ市とのアーティスト交換事業により、国内外のアーティストに
よる滞在制作の場を設け、オープンスタジオやアーティストトーク、ワークショップ等を通じてアーティストと
交流できる機会を創出します。県内の市町村・企業や、他のアートプロジェクトとの連携を検討し、アーティス
トの交流のハブとなることを目指します。

夏休みにアトリエ棟を小・中・高校生に開放することで創作体験の機会を提供します。県内若手アーティス
トや、大学生をはじめとするボランティアサポーター等による指導・交流を実施することで、未来を担う子ど
もたちの感性を育むとともに、アーティストと小・中・高校生の出会いの場を創出し、アートコミュニティの
形成を支援します。

展覧会やイベント等のアートプロジェクトへのボランティア、サポーターの参画を拡大し、大学生サポーター
を新設するなどその対象を広げていく他、県の障害者芸術文化活動支援センター等、多様な団体との交流を通じ
て、アートを媒介としたコミュニティの形成を支援します。

令和１０年度令和９年度令和８年度令和７年度項目活動
方針

・コレクションの理解を
深める子ども向けプログ
ラムの企画・アーカイブ

・子ども向けアート体験
コーナーの検討・設置
・展覧会の理解を深める
子ども向けプログラム

想像力を育み感
性を刺激する鑑
賞、体験プログ
ラムの実施

Ⅲ-
(1)
(2)
(3)

・学校向けプログラムの
試験的な導入
・教員向け研修の試験的
な実施

・スクールバスの試験的
な導入（3校程度）
・学校向けプログラムの
開発・学校との協議
・教員向け研修コンテン
ツの検討・学校との協議

学校教育との連
携による美術教
育の拡充

・中・高生向けサポー
トプログラムの実施

・ボランティアによるサ
ポート等の実施・拡大
・小学生向けサポートプ
ログラムの実施
・中・高生向けサポート
プログラムの検討

・夏休み期間、小・中・
高校生にアトリエ開放
・アーティストによる
ワークショップ
・ボランティアの関わり
検討
・小学生向けサポートプ
ログラムの検討

アーティストと
小・中・高校生
の出会いの場・
創作体験の機会
を創出

・ドイツへの
アーティスト派遣
アーティストトーク
ワークショップ

・企業や市町村と連携
した事業展開

・ドイツからの
アーティスト受入れ
オープンスタジオ
ワークショップ

・R6、R8派遣アーティ
ストとのセッション

・ドイツへの
アーティスト派遣
アーティストトーク
ワークショップ

・企業や市町村との
連携を検討

・ドイツからの
アーティスト受入れ
オープンスタジオ
ワークショップ国内外のアー

ティストとの交
流の場の創出

アーティストの参画拡大・多様な主体との連携等によるプログラムの充実

アーティストの参画拡大・多様な主体との連携等によるプログラムの充実

コレクション展示コーナーの拡大に合わせて充実

対象地域・本数の拡大

コレクション展示コーナーの拡大に合わせて充実

再掲

再掲

再掲

重点５

重点１

３ 評価指標
令和10年度末の目標現状指標項目

年20回以上年15回
展示関連ワークショッ
プ・講演会等の体験プ
ログラムの開催数

多様なニーズや経験の違いに応じ
た体験プログラム

Ⅲ-
(1)
(2)
(3)

15校5校
（R4～6年度平均）学校団体の利用数学校教育との連携による美術教育

の拡充

小・中・高校生 100人－夏休みアトリエ開放へ
の参加者

アーティストと小・中・高校生の
出会いの場・創作体験の機会を創
出

国際交流事業に係るイベント
参加者等の交流人数

100人
－

国際交流事業に係るイ
ベント参加者等の交流
人数

国内外のアーティストとの交流の
場の創出

再掲

再掲

再掲

再掲

再掲

再掲



アートの視点から向き合いながら、あらゆる人々の拠りどころになるとともに、
日々変化し多様化する社会において、未来につながる持続可能な美術館を目指し、
ウェルビーイングに寄与します

（１）多様性が尊重され、あらゆる人々の拠りどころとなります

第２章 ４つの活動方針における事業計画

活動方針Ⅳ サスティナブルな美術館に

①あらゆる利用者モデルを想定した事業の実施
②障害の有無等を問わない継続的な芸術活動の支援 ③あらゆる人々にやさしい環境の整備

ア.様々な特性を持つ人々への対応、あらゆる人々にやさしい環境の整備

イ.障害の有無等を問わない芸術活動の支援
県の障害者芸術文化活動支援センター等、多様な団体と連携し、作品発表の場の提供や交流の場の創出、触

れる彫刻展などさまざまな利用者モデルを想定した鑑賞・体験プログラムを充実することで、障害のある人も
ない人も誰もがアート活動に従事し楽しめるよう支援していきます。
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（２）多様な主体や地域のパートナーとともに、社会的課題の解決に貢献します
①社会的課題への関心を喚起させる活動の展開
②アートを通じた活動による社会的課題解決への貢献
③文化観光の拠点として、地域の活性化に寄与する事業の展開

ア.地域の特色を活かしたアートプロジェクト

イ.障害の有無等を問わない芸術活動の支援

ウ.障害者施設・高齢者施設・医療施設等との連携による社会的課題解決への貢献
障害者施設、高齢者施設、医療施設など様々な団体と協働し、団体利用の促進等によりアートやアーティスト

の思いに触れる機会を増やしていくことで、美術館の活動を通じてアートの力でウェルビーイングに寄与します。

１ 事業内容

千葉みなとの海を舞台にした展覧会の開催など、回遊型展覧会や近隣施設とのコラボレーション、イベントへ
の参画等を通じて、本県ならではの自然と歴史・文化を活かしたアートプロジェクトを展開し、アートの力で地
域の魅力を高め地域の活性化に貢献します。

平易な解説文や鑑賞しやすい照明など展示方法の改善や、ガイドシステムの検討など多言語化対応を進めま
す。触れる彫刻展などあらゆる利用者モデルを想定した事業を展開し、子どもや障害のある方、外国人などの
様々な特性を持つ人に寄り添い、誰もがアートに触れられるインクルーシブな美術館を目指します。

県の障害者芸術文化活動支援センター等、多様な団体と連携し、作品発表の場の提供や交流の場の創出、触
れる彫刻展などさまざまな利用者モデルを想定した鑑賞・体験プログラムを充実することで、障害のある人もな
い人も誰もがアート活動に従事し楽しめるよう支援していきます。

（３）未来につながる美術館を実現する基盤を整備します
①収蔵環境の整備と作品保全 ②人員確保と育成、外部人材活用や人員交流による活力維持
③アメニティ設備の整備、充実による良好な美術館空間の創出

ア.館全体の施設整備に向けた検討
作品管理、展示、教育普及などの活動、建物内外の来館者導線、ショップやレストランなど付帯施設等の在り

方を再検討して、大髙正人による建築理念を踏まえながら、美術館全体の施設整備を進めるための検討をしてい
きます。

イ.収蔵環境の整備と作品保全
収蔵庫空調の更新や展示備品の更新等、収蔵施設・展示施設の設備改善により、コレクションの適切な保存環

境を整えるとともに、美術館全体の施設整備計画に基づき、収蔵スペース不足を抜本的に解決する収蔵施設の整
備を進め、県民の財産であるコレクションを大切に次世代に受け継ぎます。

再掲

再掲

再掲

重点８

重点９

重点２

重点９

２ 実施スケジュール
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ウ.アメニティ設備の整備・充実による魅力的な美術館空間の創出
子ども向けの空間整備など、ゆっくりアートを鑑賞したり交流したりできる憩いの空間を整備するとともに、

展覧会と連携したメニューの企画やミュージアムグッズの充実等により、レストランやショップをはじめとす
るアメニティ部分の改善を図り、魅力的な美術館空間を創出します。

エ.県立美術館のブランディングと発信、人員確保と育成、外部人材活用や人員交流
民間出身の副業人材を活用し、統一したイメージやデザインで美術館のブランディングを進めるとともに、広

報業務の外部委託などにより効果的な発信を続けることで、美術館の存在価値を高めていきます。
他機関との人材交流や外部人材の活用により美術館活動の充実を図るとともに、研修への積極的な参加を通じ

て美術館を支える人材の能力向上に継続的に取り組み、未来につながる美術館を目指します。

令和１０年度令和９年度令和８年度令和７年度項目活動
方針

・ガイドシステムの本
格導入

・ガイドシステムの試験
的な導入
・展示内容に応じて作品
紹介・解説の多言語化の
検討・実施

・平易な解説文など展示
方法の改善・合理的配慮
・ガイドシステムの導入
検討
・施設整備の検討とあわ
せて館内サインの多言語
化の検討・実施
・デジタルコンテンツへ
の英語解説付与
・触れる彫刻展などの
ワークショップの実施

様々な特性を持
つ人々への対応、
あらゆる人々に
やさしい環境の
整備

Ⅳ-
(1)

海景画をテーマにした
展覧会

千葉みなとの海をテーマ
にした展覧会

千葉みなと地域のイベン
トへの参加、近隣施設等
との連携

地域の特色を活
かしたアートプ
ロジェクト

Ⅳ-
(2)

・作品の整理保存・修復

・施設整備の検討・調整
・パークとの回遊性向上
のための設計・施工
・収蔵庫・展示室の設備
改善
・作品管理要領の見直し

館全体の施設整
備に向けた検討

収蔵環境の整備
と作品保全

Ⅳ-
(3)

・レストラン・ショップ
の選定方法の見直し

・憩いの空間の整備
・レストラン・ショップ
の設備整備
・コレクション関連グッ
ズの開発、レストランメ
ニューの充実

アメニティ設備
の整備・充実に
よる魅力的な美
術館空間の創出

デジタル化とあわせて年300件程度実施

障害者施設・団体等との連携により充実

参画拡大・連携強化

企業等との連携による充実

重点10

３ 評価指標
令和10年度末の目標現状指標項目

年4回以上－障害者等との交流プロ
グラム開催回数

様々な特性を持つ人々への対応、
あらゆる人々にやさしい環境の整
備

Ⅳ-
(1)

連携企画の回数
年8回

連携企画の回数
年5回

千葉みなと地域・地元
企業等との連携企画

地域の特色を活かしたアートプロ
ジェクト

Ⅳ-
(2)

60％43.7%
（R4年度世論調査）

県立美術館の利用満足
度「満足している」と
回答した人の割合

館全体の施設整備に向けた検討、
収蔵環境の整備と作品保全、
アメニティ設備の整備・充実によ
る魅力的な美術館空間の創出

Ⅳ-
(3)

再掲

再掲

再掲

再掲

研修等による職員の意識・スキル向上



本計画を実行するにあたり、実施状況や達成度などを分析し課題を

把握する「評価」を毎年度実施します。

有識者による外部評価と自己評価を併せて行い、第三者の視点によ

る意見を聴くことで、評価の客観性・統一性の確保に努めるとともに、

進捗状況や目標到達度を美術館職員自身がチェックすることで、職員

の意識向上を図り、次年度以降の活動に反映させます。

また、評価結果はホームページを通じて、県民に公表します。

第３章 進行管理

14 15



重点事業の実施スケジュール
令和１０年度令和９年度令和８年度令和７年度項目
・ドイツへの
アーティスト派遣
アーティストトーク
ワークショップ

・企業や市町村と連携
した事業展開

・ドイツからの
アーティスト受入れ
オープンスタジオ
ワークショップ

・R6、R8派遣アーティ
ストとのセッション

・ドイツへの
アーティスト派遣
アーティストトーク
ワークショップ

・企業や市町村との
連携を検討

・ドイツからの
アーティスト受入れ
オープンスタジオ
ワークショップ国内外のアー

ティストとの交
流の場の創出

ファッションとアート
をテーマにした展覧会
最先端の技術を活用し
たアートの展覧会

海景画をテーマにした
展覧会
現代アートをテーマに
した展覧会
世界的に活躍するアー
ティストの展覧会

千葉みなとの海をテーマ
にした展覧会
イラストなど新しい分野
を紹介する展覧会

千葉みなと地域のイベン
トへの参加、近隣施設等
との連携

写真など新しい分野を紹
介する展覧会

地域の特色を活
かしたアートプ
ロジェクト

他分野とアート
の融合
世界の潮流を捉
えたアート

常設のコレクション展
示コーナーを設置

研究紀要を再刊し、4
年間の調査研究の成果
を発表

研究成果を生かした展
示、講座等

研究成果を生かした展
示、講座等

研究成果を生かした展示、
講座等

海にちなんだアートに関
する調査・研究

・コレクション展示コー
ナーのスポット導入
・企画展・特別展と合わ
せたコレクション関連展
示の実施
・我孫子と民藝運動、神
谷紀雄に関する調査・研
究
・千葉ゆかりのアーティ
スト・コロニー、大髙正
人に関する調査・研究

房総の美術をは
じめとするコレ
クションの紹介
と研究の深化

・次期システム移行に
向けた更新作業

・デジタルアーカイブ化
（浅井を中心に300件）
・デジタルコンテンツの
公開
・ホームページリニュー
アル作業（過去50年の刊
行物公開を中心に）

・次期システム更新に向
けた課題整理
（国内外の主要サイトと
の相互リンク等）

・デジタルアーカイブ化
（浅井300件・ベストコ
レクション100件）・デ
ジタルコンテンツの公開
・ホームページリニュー
アル作業（コレクション
紹介を中心に）

資料のデジタル
アーカイブ化
デジタル技術を
活用した積極的
な情報発信

・中・高生向けサポー
トプログラムの実施

・ボランティアによるサ
ポート等の実施・拡大
・小学生向けサポートプ
ログラムの実施
・中・高生向けサポート
プログラムの検討

・夏休み期間、小・中・
高校生にアトリエ開放
・アーティストによる
ワークショップ
・ボランティアの関わり
検討
・小学生向けサポートプ
ログラムの検討

アーティストと
小・中・高校生
の出会いの場・
創作体験の機会
を創出

・コレクションの理解を
深める体験プログラムの
企画・アーカイブ

・展覧会の理解を深める
体験プログラムの実施

・アーティスト・ワーク
ショップの実施
・子ども向けアート体験
コーナーの検討・設置

多様なニーズや
経験の違いに応
じた体験プログ
ラム

・学校向けプログラムの
試験的な導入
・教員向け研修の試験的
な実施

・スクールバスの試験的
な導入（3校程度）
・学校向けプログラムの
開発・学校との協議
・教員向け研修コンテン
ツの検討・学校との協議

学校教育との連
携による美術教
育の拡充

参画拡大・連携強化

徐々に拡大

浅井を中心に年300件

アーティストの参画拡大・多様な主体との連携等によるプログラムの充実

コレクション展示コーナーの拡大に合わせて充実

対象地域・本数の拡大

コレクション展示コーナーの拡大に合わせて充実
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重点
１

重点
２

重点
３

重点
４

重点
５

重点
６

重点
７

参考資料 重点事業の実施スケジュールと評価指標
令和１０年度令和９年度令和８年度令和７年度項目

・ガイドシステムの本
格導入

・ガイドシステムの試験
的な導入
・展示内容に応じて作品
紹介・解説の多言語化の
検討・実施

・平易な解説文など展示
方法の改善・合理的配慮
・ガイドシステムの導入
検討
・施設整備の検討とあわ
せて館内サインの多言語
化の検討・実施
・デジタルコンテンツへ
の英語解説付与
・触れる彫刻展などの
ワークショップの実施

様々な特性を持
つ人々への対応、
あらゆる人々に
やさしい環境の
整備

・作品の整理保存・修復

・施設整備の検討・調整
・パークとの回遊性向上
のための設計・施工
・収蔵庫・展示室の設備
改善
・作品管理要領の見直し

館全体の施設整
備に向けた検討

収蔵環境の整備
と作品保全

・レストラン・ショップ
の選定方法の見直し

・憩いの空間の整備
・レストラン・ショップ
の設備整備
・コレクション関連グッ
ズの開発、レストランメ
ニューの充実

アメニティ設備
の整備・充実に
よる魅力的な美
術館空間の創出

デジタル化とあわせて年300件程度実施

障害者施設・団体等との連携により充実

企業等との連携による充実

評価指標
令和10年度末の目標現状指標項目

50％
40.6%

（R1年度文化芸術の振興
に関するアンケート）

「知っている」と回答
した県民の割合県立美術館の認知度

60％43.7%
（R4年度世論調査）

「満足している」と回
答した人の割合県立美術館の利用満足度

120,000人99,164人
（R3～5年度平均）3年間の入館者数の平均年間入館者数

国際交流事業に係るイベント
参加者等の交流人数

100人
－

国際交流事業に係るイ
ベント参加者等の交流
人数

国内外のアーティストとの交流の
場の創出

連携企画の回数
年8回

連携企画の回数
年5回

千葉みなと地域・地元
企業等との連携企画

地域の特色を活かしたアートプロ
ジェクト、他分野とアートの融合、
世界の潮流を捉えたアート

図録への論考掲載 2件以上
コレクションに関する体験プ
ログラム数 10件

－
研究成果を生かした展
覧会・コレクションに
関する体験プログラム

房総の美術をはじめとするコレク
ションの紹介と研究の深化

解説・高精細画像等を付した
デジタル化・公開 計1,300点
アクセス数 年12,000件

解説・高精細画像等を付し
たデジタル化・公開 －
アクセス数 －

デジタル化・公開件数
デジタルコンテンツの
アクセス数

資料のデジタルアーカイブ化、
デジタル技術を活用した積極的な
情報発信

小・中・高校生 100人－夏休みアトリエ開放へ
の参加者

アーティストと小・中・高校生の
出会いの場・創作体験の機会を創
出

年20回以上年15回
展示関連ワークショッ
プ・講演会等の体験プ
ログラムの開催数

多様なニーズや経験の違いに応じ
た体験プログラム

15校5校
（R4～6年度平均）学校団体の利用数学校教育との連携による美術教育

の拡充

年4回以上－障害者等との交流プロ
グラム開催回数

様々な特性を持つ人々への対応、
あらゆる人々にやさしい環境の整
備

60％43.7%
（R4年度世論調査）

県立美術館の利用満足
度「満足している」と
回答した人の割合

館全体の施設整備に向けた検討、
収蔵環境の整備と作品保全、
アメニティ設備の整備・充実によ
る魅力的な美術館空間の創出
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研修等による職員の意識・スキル向上

総合
指標
１

総合
指標
２

総合
指標
３


